
公

告

平成™˜年 月˜�日 木曜日 第œ˜œŸ号官 報
京
都
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
2条
の

規
定
に
基
づ
き
、
京
都
府
最
低
賃
金
（
平
成
２
年
京
都
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
4条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
1
年
９
月

1
7
日京
都
労
働
局
長
永
山
寛
幸

第
４
号
中
「
１
時
間
7
1
7円
」
を
「
１
時
間
7
2
9円
」
に

改
め
る
。

奈
良
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
2条
の

規
定
に
基
づ
き
、
奈
良
県
最
低
賃
金
（
平
成
７
年
奈
良
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
4条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
1
年
９
月

1
7
日奈
良
労
働
局
長
丸
山
弘
孝

第
４
号
中
「
１
時
間
6
7
8円
」
を
「
１
時
間
6
7
9円
」
に

改
め
る
。

公

聴

会

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会
の
開

催
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省

令
第
九
十
七
号
）第
百
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

件
名
、
公
聴
会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
事
案
の
要
旨
を

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
七
日

関
東
経
済
産
業
局
長

高
原

一
郎

一

件
名

１

武
州
瓦
斯
株
式
会
社
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給
約
款

の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会

２

入
間
ガ
ス
株
式
会
社
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給
約
款

の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会

二

期
日

１

前
号
１
の
事
案

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

午

後
二
時
か
ら

２

前
号
２
の
事
案

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

午
後
二
時
か
ら

三

場
所

１

第
一
号
１
の
事
案

川
越
市
市
民
会
館
（
埼
玉
県

川
越
市
郭
町
一
丁
目
十
八
番
地
七
）

２

第
一
号
２
の
事
案

入
間
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
四
丁
目
二
番
二
号
）

四

事
案
の
要
旨

１

第
一
号
１
の
事
案

購
入
ガ
ス
の
価
格
体
系
変
更

に
伴
う
一
般
ガ
ス
事
業
供
給
約
款
の
変
更
（
総
括
原

価
見
直
し
に
よ
る
料
金
改
定
）

２

第
一
号
２
の
事
案

原
料
費
調
整
制
度
の
導
入
及

び
購
入
ガ
ス
の
価
格
体
系
変
更
に
伴
う
一
般
ガ
ス
事

業
供
給
約
款
の
変
更
（
総
括
原
価
見
直
し
に
よ
る
料

金
改
定
）

３

詳
細
は
、
関
東
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
部
ガ
ス
事
業
課
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新

都
心
一
番
地
一

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
一
号

館
）
及
び
第
一
号
１
の
事
案
に
つ
い
て
は
武
州
瓦
斯

株
式
会
社
（
埼
玉
県
川
越
市
田
町
三
十
二
番
地
十

二
）、
第
一
号
２
の
事
案
に
つ
い
て
は
入
間
ガ
ス
株

式
会
社
（
埼
玉
県
入
間
市
高
倉
三
丁
目
六
番
七
号
）

に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

様
式

意
見
陳
述
届
出
書

関
東
経
済
産
業
局
長
殿

届
出
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）（
郵
便
番
号
）

住
所
（
電
話
番
号
）

職
業

〇
〇
株
式
会
社
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の

認
可
に
係
る
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
た
い
の

で
、
次
の
と
お
り
意
見
の
概
要
を
付
し
て
届
け
出
ま
す
。

（
意
見
の
概
要
）

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
CEEB

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
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考１
届
出
書
の
用
紙
の
大
き
さ
は
、
で
き
る
限
り
日

本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

２
意
見
の
概
要
は
、
で
き
る
限
り
所
定
の
欄
に
記

載
す
る
こ
と
と
し
、
意
見
の
詳
細
を
記
載
す
る
場

合
に
は
、
別
紙
に
記
載
し
て
届
出
書
に
添
付
す
る

こ
と
。

３
団
体
又
は
企
業
の
場
合
は
、
氏
名
の
欄
に
は
そ

の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
そ
の
団
体
又
は
企

業
を
代
表
し
て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
を
付
す
こ
と
。）を
、
住
所
の
欄
に
は
そ
の

団
体
又
は
企
業
の
所
在
地
を
、
職
業
の
欄
に
は
そ

の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し
て
意
見
を
陳
述
す
る

者
の
職
名
を
記
載
す
る
こ
と
。

飯
能
市
大
字
小
久
保
1
9番
地
１
飯
能
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

株
式
会
社
の
工
場
財
団
の
機
械
器
具
等
を
追
加
す
る
変
更

登
記
申
請
に
係
る
動
産
に
つ
き
権
利
を
有
す
る
者
、差
押
、

仮
差
押
又
は
仮
処
分
債
権
者
は
、
本
日
か
ら
3
2日
以
内
に

権
利
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

平
成

2
1
年
９
月

1
7
日

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
飯
能
出
張
所

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
丁
目
２
番
３
号
太
陽
石
油

株
式
会
社
の
工
場
財
団
に
愛
媛
県
今
治
市
菊
間
町
種
4
0
7
0

番
地
２
太
陽
石
油
株
式
会
社
四
国
事
業
所
の
機
械
、
器
具

等
を
追
加
す
る
変
更
登
記
申
請
に
係
る
動
産
に
つ
き
権
利

を
有
す
る
者
、
差
押
、
仮
差
押
又
は
仮
処
分
債
権
者
は
、

本
日
か
ら
3
2日
以
内
に
権
利
を
申
し
出
て
下
さ
い
。

平
成

2
1
年
９
月

1
7
日
松
山
地
方
法
務
局
今
治
支
局

相
続
財
産
管
理
人
の
選
任

次
の
被
相
続
人
に
つ
い
て
、
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
な
い
の
で
、
そ
の
相
続
財
産
の
管
理
人
を
次
の
と

お
り
選
任
し
た
。

平
成
２
１
年
（
家
）
第
３
０
３
１
２
号

広
島
市
西
区
己
斐
西
町
1
2番

1
0号

申
立
人
旭
山
神
社

本
籍
広
島
市
中
区
河
原
町
2
8番
地
の
１
、
最
後
の
住

所
不
明
、
死
亡
の
場
所
広
島
市
西
区
、
死
亡
年
月
日

昭
和
5
9年
４
月
2
4日
、
出
生
の
場
所
広
島
市
西
新
町

2
8番
地
の
１
、
出
生
年
月
日
大
正
５
年
２
月
１
日
、

職
業
不
明

被
相
続
人
亡
岡
部
ヒ
ソ
エ

広
島
市
東
区
牛
田
新
町
２
丁
目
４
番

2
5
`

8
0
1号
、

事
務
所
広
島
市
中
区
東
白
島
町
1
1番

2
4号

相
続
財
産
管
理
人
菊
地
健
二
広
島
家
庭
裁
判
所

大
阪
府
泉
北
郡
忠
岡
町
新
浜
二
丁
目
５
番
2
0号
三
進
金

属
工
業
株
式
会
社
の
工
場
財
団
に
福
島
県
石
川
郡
平
田
村

大
字
西
山
字
煙
石

1
0
1番
地
三
進
金
属
工
業
株
式
会
社
福

島
工
場
の
機
械
器
具
等
を
追
加
す
る
変
更
登
記
申
請
に
係

る
動
産
に
つ
き
権
利
を
有
す
る
者
、
差
押
、
仮
差
押
又
は

仮
処
分
債
権
者
は
、
本
日
か
ら
3
2日
以
内
に
権
利
を
申
し

出
て
下
さ
い
。

平
成

2
1
年
９
月

1
7
日
福
島
地
方
法
務
局
須
賀
川
出
張
所

工
場
財
団

諸

事

項

五

そ
の
他

１

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
に
よ
り
、
住
所
（
郵
便
番
号
及
び
電

話
が
あ
る
場
合
は
電
話
番
号
を
付
記
す
る
こ
と
。）、

氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す
こ
と
。）、
職
業
（
団
体
又

は
企
業
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代

表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し

て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す

こ
と
。）及
び
職
名
）
及
び
意
見
の
概
要
を
記
載
し
た

関
東
経
済
産
業
局
長
あ
て
の
意
見
陳
述
届
出
書
（
一

人
一
通
に
限
る
。）を
作
成
し
、
封
筒
の
表
に
「
〇
〇

株
式
会
社
関
係
公
聴
会
陳
述
希
望
」
の
旨
を
記
載
し

て
、
第
一
号
１
の
事
案
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
一
年

九
月
二
十
四
日
ま
で
に
、
第
一
号
２
の
事
案
に
つ
い

て
は
平
成
二
十
一
年
十
月
十
五
日
ま
で
に
、
関
東
経

済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
ガ
ス
事
業
課

（
郵
便
番
号
三
三
〇
e

九
七
一
五

埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
中
央
区
新
都
心
一
番
地
一

さ
い
た
ま
新
都
心

合
同
庁
舎
一
号
館
）
に
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ

と
。な

お
、
意
見
陳
述
の
届
出
が
多
数
の
場
合
は
、
関

東
経
済
産
業
局
長
が
意
見
を
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る

者
を
指
定
の
上
、そ
の
旨
を
届
出
者
あ
て
通
知
す
る
。

２

傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
郵
便
往
復
は
が
き
（
住

所
、
氏
名
及
び
「
〇
〇
株
式
会
社
関
係
公
聴
会
傍
聴

希
望
」
の
旨
並
び
に
返
信
用
は
が
き
の
あ
て
先
を
必

ず
明
記
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
人
一
通
に
限
る
。）

に
よ
り
、
第
一
号
１
の
事
案
に
つ
い
て
は
平
成
二
十

一
年
九
月
二
十
四
日
ま
で
に
、
第
一
号
２
の
事
案
に

つ
い
て
は
平
成
二
十
一
年
十
月
十
五
日
ま
で
に
、
関

東
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
ガ
ス
事
業

課
（
郵
便
番
号
三
三
〇
e

九
七
一
五

埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
中
央
区
新
都
心
一
番
地
一

さ
い
た
ま
新
都

心
合
同
庁
舎
一
号
館
）
に
到
達
す
る
よ
う
申
し
込
む

こ
と
。

な
お
、
傍
聴
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

よ
り
傍
聴
者
を
指
定
の
上
、
そ
の
旨
を
申
込
者
あ
て

通
知
す
る
。

３

公
聴
会
が
前
記
第
二
号
の
期
日
中
に
終
了
し
な
い

と
き
は
、
翌
日
以
降
も
続
行
す
る
。

４

期
日
ま
で
に
意
見
陳
述
届
出
書
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
開
催
し
な
い
も
の
と
す
る
。
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